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正しく動き、美しくつながり、強く創り出す「未来を生き抜く力」を育成する学校 
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今だからこそできること 
 夏に豪快に咲くヒマワリのような花も素敵

ですが、冬にひっそりと咲くスイセンやツバ

キのような花もまた素敵です。児童玄関の右

側に咲き始めているこれらの花は、これから満開を迎えます。 

 さて、今週 11 日は、専門業者による樹木剪定が行

われました。職員室前で生い茂っていた常緑樹の枝

が整えられ、日当たりも風通しも良くなったおかげ

で、中から、運動場で遊ぶ子どもたちを見守ったり、

来校者を見つけたりしやすくなりました。 

 しかし、樹木剪定を依頼したのは夏でした。なぜ、

本校の剪定は、冬の今頃になったのでしょうか。 

 尋ねてみると、予算や仕事の都合ではなく、次のようなことが理由だそうです。 

冬の時期は、気温が下がり、植物の活動が最も低下するため、枝を切除しても樹木への

ダメージが少ないから。 

冬の時期は、病害虫の活動が少なくなるため、剪定後の傷口から病害虫が侵入するリス

クが少ないから。 

 頼んでいたのは、運動場がよく見えるよう、太い枝を切り、枝を透かす、強い剪定。今、

これをすることで、春から夏にかけて葉が出て、枝が伸び、美しい樹形になるそうです。 

つまり、常緑樹に対する強い剪定は、今だからこそできることだと言えます。 

 子どもたちも同じでしょう。新しいことに挑戦する創造的な学びより、じっと自分の課

題に向き合う復習的な学びが多くなるこの時期。余計なことはバッサリ切って、今だから

こそできる弱点強化に特化する。そうすることで、春から夏にかけて少しずつ、学びのバ

ランスが取れた美しい姿へと成長していけるはずです。 

 今日から、授業参観後の懇談会が始まりました。そこで手渡された CRT テストの結果

を基に、今だからこそできることに挑戦させてみてください。よろしくお願いします。 

職員室前でホッと一息 
 左のかわいい雛飾り、実はこれ、コージーズの方が

職員室入り口横の机に飾ってくださったものです。

毎月いつの間にか替えてくださるこうした飾りは、

学校がお願いしたわけではありません。ありがたい

心遣いです。このホッとする心遣いが、職員室に出入

りするみんなを笑顔にし、心を温めています。 


